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玄海広域経済圏の形成における釜山港の港湾物流戦











































































































































































































































































































































































































































































































































































































３）L.M.Ellram, “Patterns in International Alliances”, Journal of Business Logistics, 
Vol.13, No.1, 1992.
４）韓国海洋水産研究院編、『東北亜主要港湾間Co-opetition戦略に関する研究』、KMI、
2006．
５）釜山日報、2006.09.08
６）韓国港湾研究会、「港湾研究」、2006、ｐ29
７）釜山開発研究院編、『東アジア物流動向（No.36）』、BDI、2007.
参考文献
建設交通部編、『建設交通統計年報』、2006〜2008
建設交通部編、『大都市圏広域交通計画参考資料』、2007
釜山広域市編、『統計年報』、2006 ～ 2008
釜山広域市編、『釜山韓国基本現状』、2007
琴性根、「グローバル時代における競争力のある大都市について」アジア太平洋研究第
13号、アジア太平洋センター、2003.
琴性根、「韓国東南圏と日本福岡県との産学協力方案」海峡圏研究第５号、韓日海峡圏
研究機関協議会、2005.
釜山開発研究院編、『東アジア物流動向（No.36〜38)』BDI、2007〜2009.
釜山人的資源開発院編、『釜山福岡超広域経済圏RHRD政策方向と課題』BHRDI、2009.
日本経済産業省九州経済産業局編、『九州の投資環境』、2007.
日本経済産業省九州経済産業局編、『九州アジア国際化レポート』、2007.
李　美永：玄海広域経済圏の形成における釜山港の港湾物流戦略
―　　―38
日本経済産業省九州経済産業局編、『環黄海圏における人材の交流及び活用に関する調
査報告書』、2007.
福岡市編、「新・基本計画第２次実施計画」『政策プラン概要』、2007.
福岡市編、『日韓シーニックバイウェイ構想に関する調査報告書』、2007.
釜山−福岡フォーラム編、「福岡−釜山フォーラム」、2007
韓国産業資源部ホームページ（http://www.mocie.go.kr）
韓国建設交通部ホームページ（http://www.moct.go.kr）
韓国貿易協会ホームページ（http://www.kita.net）
韓国釜山港湾公社ホームページ（http://www.bpa.or.kr）
韓国物流協会ホームページ（http://www.kola.or.kr）
韓国釜山広域庁市ホームページ（http://www.busan.go.kr）
日本国土交通省ホームページ（www.mlit.go.jp）
日本通商産業省ホームページ（www.meti.go.jp）
日本貿易振興機構ホームページ（www.jetro.go.jp）
日本福岡市役所ホームページ（www.city.fukuoka.jp）
日本北九州市役所ホームページ（www.city.kitakyushu.jp）
日本福岡県庁ホームページ（www.pref.fukuoka.lg.jp）
